「嵐を静めたイエス様」　マルコ4:40　2013年3月10日　聖日家族礼拝
1． ある日イエス様は、弟子たちと一緒にガリラヤ湖を舟で渡ることにしました。

2． ところが大変、突然強い風が吹いてきて、まるで嵐のようになってしまったのです！

舟は右に左に大きく揺れて、波に飲み込まれてしまいそう！弟子たちは一生懸命に舟を操

ろうとするのですが、どうにもなりません！そう、弟子の多くは舟を操ることにかけては、プロフェッショナルなのです。そのプロフェッショナルの彼らでさえ、どうにもならないほどの大変な状況だったのです・・・さて、ここで問題です。

　　弟子たちは舟に乗ることにかけてはプロ中のプロだったわけですが、いったい何の仕事をしていた人たちだったのでしょうか？

3． （１）弟子たちの多くは漁師だった

　　舟に乗って魚を獲る仕事をしていたわけだから、舟を操ることに関してはプロフェッショナル。

4． （２）弟子たちの多くは海賊だった

　　財宝を探してまわる海賊だったので、舟を操ることに関してはプロフェッショナル。

5． （３）弟子たちの多くは海の家で働いていた
　　舟に乗っていたわけじゃないけど、まあ海つながりってことで何となく頼りになったのかも？？？

6． （１）漁師だった　（２）海賊だった　　（３）海の家の従業員だった
はい、答えはどれでしょう？

7． もちろん答えは「（１）漁師だった」ですね！

イエス様の弟子の多くは魚を獲る漁師、つまり舟を操るプロ中のプロだったのです。

しかし彼らでさえも、荒れ狂う波をどうすることもできませんでした。

8． ところがイエス様は、その舟に乗っていながら眠っておられたのです！　驚いた弟子たちは、「イエス様、起きてください！私たちが溺れ死んでもかまわないのですかっ！！」

　　イエス様は神様にすっかり任せきっていたので、荒れ狂う湖の上であっても、安心して眠っておられたんだね。

9． イエス様は起き上がると、風をしかりつけ、荒れ狂う湖に向かって「静まれ！黙れ！！」と命じられました。そしてその通りに、湖はあっという間に静かになったのです。

　　　大自然を従わせられたイエス様を見て、弟子たちは本当に驚きました。

10． 「イエスは弟子たちに言われました。『どうしてそんなにこわがるのですか。 まだわたしが信じられないのですか。』」マルコ4：40
「He said to his disciples, "Why are you so afraid? Do you still have no faith?"」 Mark4:40
　イエス様は弟子たちに、このようにおっしゃいました。私たちの毎日の中にも、まるで嵐に襲われたかのように色々な出来事がやってきます。でもイエス様は「怖がらなくていいんだよ、わたしを信じなさい」とおっしゃっています。
　これからもイエス様を信じて歩んでいきましょう。

　おしまい。

